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一示

浜

組

二
月
定
例
会
は
南
区
大
光
院
宮
林
昭
彦

師
よ
り
″法
要

・
通
夜
に
お
け
る
法
話
″
と

題
し
て
講
話
を
願
い
、
組
合
員
の
外
港
南
、

港
北
の
会
員
も
ご
参
集
願
い
盛
会
裡
に
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

六
月
に
入
り
総
会
を
鶴
見
正
行
寺
で
開

催
し
事
業
計
画
、
同
報
告
、
予
算
案
決
算

を
協
議
し
た
。
定
例
会
は
①
施
餓
鬼
会
法

要
に
つ
い
て
②
陀
羅
尼
に
つ
い
て
、
と
題

し
て
自
石
師
よ
り
解
説
を
受
け
た
。
八
月

定
例
会
は
川
崎
区

一
行
寺
に
お
い
て
浄
土

宗
教
学
大
系
を
資
料
と
し
、
″
法
名

の
意

義
″
に
つ
い
て
会
員
相
互
で
研
鑽
し
た
。

会

員

消

息

▼
良
忠
寺
森
本
祐
康
会
員
　
次
女
彩
子
さ

ん
昭
和
五
十
三
年
二
月
十
七
日
出
産
。

▼
教
安
寺
野
呂
幸
忍
会
員
　
長
男
幸
裕
君

昭
和
五
十
三
年
七
月
二
十
八
日
出
産
。

港

組

レ
し
■
４

四
月

一
日
午
前
十
時
よ
り
第
二
部
大
善

寺

に
お
い
て
第

一
回
花
ま

つ
り
子
供
会
を

開
催
、
近
隣

の
子
ど
も
約
四
十
名
が
参
加

し
、
音
楽
法
要
、

フ
ラ
ン
ネ

ル
グ
ラ
フ
、

歌
等
、
楽
し
い
集
ま
り
で
あ

っ
た
。

五
月
五
日
午
後
二
時
よ
り
港
南
組
と
の

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
、
寺
族

を
交
え
て
和
や
か
な
う
ち
に
７
対
６
で
港

南
組
の
勝
。
会
場
を
移
し
て
子
供
達
が
主

役
の
懇
親
会
を
賑
や
か
に
行
な
っ
た
。

五
月
十
三
日
午
後
五
時
よ
り
第

一
部
泉

沢
寺
に
お
い
て
総
会
を
開
催
。
併
せ
て
水

谷
哲
雄
、
斉
藤
文
宏
両
師
を
講
師
と
し
て

研
修
を
行
う
。
宗
規
、　
一
宗
の
諸
手
続
、

申
請
方
法
等
の
解
説
と
質
疑
応
答
を
行
う
。

七
月
二
日
午
後
三
時
よ
り
第
二
部
蓮
勝

寺
に
お
い
て
小
学
生
以
上
の
子
弟
を
対
象

に
、
日
常
勤
行

・
棚
経
の
勉
強
会
を
行
う
。

ま
た
、
機
関
紙
「
港
北
浄
圭♂

第
二
号
を

九
月

一
日
に
発
行
し
た
。

‘
臓
●

港

南

組

港
南
浄
青
は
本
年
度
よ
り
本
格
的
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
四
月
二
日
総
会
を
開

き
、
本
年
度
行
事
予
定
等
を
決
定
し
、
引

き
続
き
法
儀
司
津
田
徳
翁
先
生
を
講
師
に

「
法
式
講
習
会
」
を
開
講
し
た
。

全
方
位
交
流
を
め
ざ
す
当
組
と
し
て
は

五
月
五
日
に
港
北
浄
青
と
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
と
家
族
親
睦
会
を
行
い
成
功
裡
に

終
了
し
た
。
予
想
に
反
し
て
高
度
な
打
撃

と
守
備
は
応
援
団

一
同
に
深
い
感
銘
を
与

え
た
η

大
会
終
了
後

中
華
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
の
、
子
供
中
心
の
パ
ー
テ

イ
は
ま
さ
に
「
子
供
の
日
」
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
あ

っ
た
ｏ
当
日
御
臨
席
を
賜
わ

っ

た
両
組
長
も
大
変
感
激
さ
れ
、
暖
か
い
励

ま
し
の
言
葉
を
頂
い
た
。

更
に
六
月
か
ら
鎌
倉
浄
青
会
合
同
に
よ

る
法
式
講
習
会
を
開
講
し
た
。
津
田
先
生

を
講
師
に
毎
月

一
回
開
講
し
て
い
る
。
会

員
諸
氏
は
法
式
の
螢
雪
に
精
進
し
て
い
る
。

こ
の
会
の
特
色
は
原
則
と
し
て
毎
月

一
回

開
講
す
る
こ
と
、
引
き
続
き
開
か
れ
る
先

生
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
で
あ
る
。
研
修
と

親
睦
を
計
り
大
同
団
結
し
、
互
い
に
切
磋

し
て
助
け
合
う
事
が
目
的
で
あ
る
。
会
員

諸
氏
ご
多
忙
と
拝
察
す
る
が
、
積
極
的
参

加
を
期
待
す
る
。

尚
、
会
員
の
動
静
と
し
て
、
四
月
二
十

二
日
光
安
寺
長
谷
川
善
隆
師
と
浄
性
院
高

島
上
人
御
息
女
み
ど
り
さ
ん
が
、
音
川
執

事
長
御
戒
師
御
媒
酌
に
よ
り
成
婚
式
を
挙

げ
ら
れ
た
。
お
若
く
美
し
い
新
婦
、
既
婚

者
に
と

っ
て
羨
望
の
限
り
で
あ
る
。
又
同

日
専
念
寺
伊
藤
彰
哲
師
晋
山
式
を
厳
修
。

喜
び
の
あ
ま
り

二
、
一二
名
が
酪
酎

（本
当

の
喜
び
の
酒
で
あ
る
）
求
道
教
化
に
若
い

情
熱
を
燃
や
す
お
二
人
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。
四
月
二
十
日
正
応
寺
石
川
到
覚
夫

妻
に
次
男
誕
生
。
細
身

の
鉢
で
よ
く
頑
張

る
。
健
や
か
な
ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上

げ
た
い
。中

　
郡
　
組

今
年
度
前
期
は
、
会
員
研
修
会
だ
け
で

な
く
、
組
教
化
団
と
相
互
協
力
を
話
し
合

い
、
講
習
会
等
を
共
催
で
各
々

一
回
ず

つ

行

っ
た
。
会
員
も
積
極
的
に
研
鑽
に
励
み

意
欲
も
大
い
に
上

っ
て
き
た
。

今
後
も
会
員
独
自
の
活
動
も

一
層
充
実

を
計
る
と
共
に
、
今
後
の
講
習
会
等
は
、

教
化
団
と
の
協
力
を
強
化
し
、
先
輩
諸
大

徳
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
会
員
と
の
相
互

協
力
を
よ
り

一
層
強
力
に
し
会
の
充
実
を

計

っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

後
期
は
会
主
催
響
同
座
説
教
に
つ
い
て
」
、

組
主
催
「
念
誦
」
の
講
習
会
を
行
い
実
践
面

の
強
化
を
計

っ
て
い
く
。

新
入
会
員

　

一
真
光
君

（
西
光
寺
）

大
正
大
学
２
年
生
、
中
浄
将
来
の
エ
ー
ス
。

夏
期
僧
堂
に
参
加
、
大
変
よ
く
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。
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一　
浦
　
組

当
初
の
計
画
ど
お
り
、
毎
月

一
回
、
講

師
に
山
崎
弁
阿
上
人
を
迎
え
法
式
講
修
を

行
な

っ
て
い
る
。
毎
月
、
全
員
参
加
を
目

標
に
法
式
の
修
得
に
頑
張
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
四
月
、
村
井
寛
信
上
人
を
講
師

に
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
に
ビ
ル
マ
仏
教
の
実

情
に
つ
い
て
お
話
し
を
聞
い
た
。
七
月
、

総
会
を
開
き
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
事
業

報
告
と
昭
和
五
十
三
年
度
の
予
算
及
び
事

業
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
席
に
会
長
の
柴
田
哲
彦
先
生

が
ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
席
さ
れ
、

盛
大
の
う
ち
に
一
層
の
親
陸
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

今
後
の
計
画
と
し
て
年
末
に
商
店
街
を

中
心
に
行
脚
姿

の
念
仏
行
進
を
計
画
し
て

い
る
。
我
々
三
浦
組
と
し
て
は
、
浄
青
会

の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
化
他
活
動
に
今
後
、

大
い
に
力
を
注
い
で
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

音同
　
座
　
組

大
河
内
先
生
を
懇
請
し
て
の
隔
月
実
施

の
法
式
講
習
も
こ
の
十
月
で
第
五
回
を
数

え
漸
く
軌
道
に
乗
り
だ
し
た
。
浄
土
宗
僧

侶
と
し
て
の
基
本
か
ら

マ
ス
タ
ー
し
て
貫

う
と
云
う
先
生

の
指
導
方
針
に
も
と
づ
き

未
熟
な
が
ら
熱
心
に
習
練
し
て
い
る
。

他
の
活
動
目
的
等
会
員
相
互
の
合
議
に

よ
り
少
し
ず

つ
前
進
さ
せ
よ
う
と
期
し
て

い
る
。

小
田
原
浄
青
本
年
度
計
画
は
、
今
ま
で

月
二
回
の
定
例
会
を
月

一
回
に
変
更
し
、

全
員
必
ず
出
席
し
て
内
容
充
実
を
計
る
事

か
ら
は
じ
め
た
。
そ
の
為
毎
回
十
名
前
後

の
参
加
者
を
得
て
、
当
初
の
目
的
に
近
づ

き

つ
つ
あ
る
。

そ
の
研
修
内
容
は
、
阿
弥
陀
経
読
誦
、

割
笏
の
打
ち
方
、
施
餓
鬼
会
の
実
習
、
又

西
念
寺
北
村
上
人
に
よ
る
善
導
大
師
に
つ

い
て
の
法
話
等
意
義
あ
る
も
の
に
な
っ
て

居
る
。
他
方
小
田
原
浄
青
記
念
、
会
員
揃
い
の

法
衣
の
調
製

（
こ
れ
は
会
員
以
外
で
も
多

数
支
持
を
得
た
。
）

夏
休
み
を
利
用
し
て

寺
族
を
ま
じ
え
て
の
箱
根
強
羅
ホ
テ
ル
で

の
親
睦
会
等
充
実
し
た
活
動
が
つ
づ
い
て

い
る
。
又
個
人
的
な
こ
と
な
が
ら
戸
松
君
、

小
島
君
の
結
婚
等
、
お
祝
い
ご
と
も
多
く

皆
多
忙
の
中
を
頑
張

っ
て
目
的
に
向

っ
て

努
力
し
て
い
る
。　
一
歩

一
歩
着
実
な
歩
み

を
し
て
行
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

鎌
　
倉
　
組

当
鎌
倉
組
青
年
会
と
し
て
は
、
先
輩
諸

上
人
の
協
力
を
得
て
、
こ
の
春
四
月
初
総

会

・
会
則

・
役
員
等
を
規
め
て
輝
や
か
し

い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

活
動
と
し
て
は
、
港
南
組
の
企
画
し
た

′Jヽ

田

原

組

法
式
講
習
会
に
便
乗
を
し
、
津
田
法
儀
司

を
隔
月
に
組

へ
招
い
て
日
常
勤
行
式

・
執

持
法
威
儀
部
と
作
法
の

一
通
り
勉
強
を
し

て
い
る
。

次
回
よ
り
い
よ
い
よ
「
法
事
讚
」
に
入
る

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
マ
ス
タ
ー

し
た
い
と
思
い
、
会
員

一
同
張
切

っ
て
い

る
次
第
で
あ
る
。
な
お
次
回
は
、

十

一
月
十
九
日

（
日
Ｙ
二
時
半

久
里
浜
　
伝
福
寺

に
て
行
な
い
ま
す
。
会
員
外
ど
な
た
で
も

奮

っ
て
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
す
ゝ

め
し
ま
す
。

我
々
の
会
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
発
足

し
た
ば
か
り
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
盛
ん
に
会
員
の
勧
誘
、
相
互
の

つ
な
が
り
と
基
礎
造
り
に
専
念
し
て
い
き

ま
す
の
で
見
守

っ
て
は
し
い
と
願

っ
て
い

ま
す
。
な
お
会
員
消
息
と
し
て
は
、
第
２

部
の
天
然
寺
、
関
谷
儀
郎
会
員
が
、
七
月

に
住
職
の
晋
山
披
露
を
し
ま
し
た
。

・
御

案

内

●

第

三
回
家
族
親

睦
会

別
時
会
と
パ
ー
テ
ィ
ー
の
夕

恒
例
に
な
っ
た
神
奈
川
浄
青
家
族
親
睦

会
を
本
年
も
左
記
に
よ
り
催
し
ま
す
の
で

寺
族
の
皆
さ
も
お
誘
い
の
う
え
ご
参
加
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
昭
和
五
十
三
年
十

一
月
十
八
日
０

午
後
四
時
よ
り

会
場
　
座
間
宗
仲
寺
及
び
座
間
キ
ャ
ン
プ

催
し
物
　
か
く
し
芸

。
子
供
の
為
の
お
話

等
を
計
画
中
当
番
組
　
　
小
田
原
組

高

座

組

後

記

＝
＝
＝
＝

▼
昨
年
十
月
に
第

一
号
創
刊
、
今
年
早

一

年
第
二
号
目
だ
。
あ
れ
を
の
せ
た
い
、

こ
れ
も
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
計
画
す
る

が
、
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
肝
心
の
青
年
会

員
の
原
稿
が
〆
切
日
ま
で
集
ま
ら
ぬ
。

先
輩
諸
師

の
原
稿
は
早
々
と
送

っ
て
下

さ
る
、
誠
に
有
難
い
。

▼
今
回
、
頁
数
も
増
え
、
内
容
も
豊
富
に

な
っ
た
。
大
正
大
学
の
諸
先
生
方
、
又

我
々
の
大
先
輩
の
自
幡
師
に
原
稿
を
お

願
い
致
し
ま
し
た
。

▼
さ
あ
善
導
忌
だ
。
さ
き
の
宿
泊
研
修
大

会
大
成
功
／
　
こ
の
豪
華
な
講
師
陣
。

服
部
英
淳
先
生
、
宮
林
昭
彦
先
生
、
金

子
真
補
先
生
の
名
講
義
。
こ
れ
を
土
台

に
高
祖
善
導
大
師
の
教
え
を
大
衆
に
教

化
さ
せ
よ
う
。

▼
青
年
会
は
サ
ロ
ン
的
で
あ

っ
て
は
な
ら

な
い
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
、
化
他
の

た
め
、
な
す
べ
き
仕
事
は
山
積
さ
れ
て

い
る
。

▼
ス
タ
ッ
フ
に
大
正
大
学
助
手
石
川
到
覚

師
を
迎
え
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
（編
集
子
）


